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新たな商店街の可能性を探るプロジェクト「商店街 X（エックス）プロジェクト」 

ワークショップ参加地域募集のお知らせ 

 

令和５年７月２８日 

九州経済産業局 

産業部 流通・サービス産業課 

 

九州経済産業局では、『新たな商店街の可能性を探るプロジェクト「商店街 X（エックス）」プ

ロジェクトワークショップ』を実施いたします。 

ご関心のある方は、応募書類に必要事項を記入頂き、期日までに九州経済産業局 流通・サー

ビス産業課までご提出ください。 

 

１．事業概要 

これから商店街等で新たな取組を始めたい、商店街活動を若手に承継し再スタートを切りた

いといった、自らが関わる商店街の新たな可能性を探りたい商店街等を対象に、ワークショッ

プの開催を通じ、①「これからの商店街活動の原動力となる商店街のありたい姿の整理」、②

「ありたい姿の実現の一歩目となる事業提案」を伴走支援いたします。 

 

本事業に採択された商店街等の地域には、独立行政法人工業所有権情報・研修館（INPIT）と

連携しながら、専門家を派遣し、ワークショップ運営を支援させていただきます。 

本ワークショップを通じ、持続可能な商店街等を目指す上で軸となる「ありたい姿の認識

力」や「その実現のための課題特定、事業等を検討するノウハウ」を身につけ、また、本ワー

クショップ終了後も商店街等が自身で試行錯誤していく力を身につけることを目的としていま

す。 

 

２．ワークショップの内容 

（１）開催概要 

① 現地ワークショップ（全４回・終日開催） 

② 現地ワークショップ間のオンライン相談対応（全３回） 

③ ①・②を踏まえ、現地関係者への報告会（専門家派遣なし、開催地域主催、方法自由） 

 

（２）実施時期 

①～③の開催時期については、開催地域と相談の上、具体的な開催時期を確定します。 

開催時期は概ね以下を想定しています 

＜第１回ワークショップ＞ ９月中旬～１０月上旬 

＜第２回ワークショップ＞  １０月下旬～１１月上旬 

＜第３回ワークショップ＞  １１月下旬～１２月上旬 

＜第４回ワークショップ＞  １２月下旬～１月上旬 

＜現地報告会＞   １月下旬～２月上旬 
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（３）派遣される専門家 

「２．（１）①現地ワークショップ」全ての回に、以下の４名の専門家を INPITから派遣いた

します。 

■木藤亮太氏（商店街再生の専門家） 

株式会社ホーホゥ代表取締役・株式会社油津応援団取締役 

2013年 7月に宮﨑県日南市のテナントミックスサポートマネージャーに就任し、油津商

店街の再生事業に取組み、約 4年で 25を超える新規出店、企業誘致等を実現。”日南の奇

跡"と称された油津商店街の再生を果たす。 

■杉本美貴氏（デザイン経営アドバイザー） 

九州大学准教授（芸術工学研究院 ストラテジックデザイン部門）。企業でのデザイン実践

の経験を活かし、製品やブランド開発のプロジェクトを実施。 

筑後地方の異業種小規模企業者集団「ちっごたる」など、地域創生・地域産業活性化に向

けたブランディングを推進。 

■羽立幸司氏（弁理士・事業構想＆知財アドバイザー） 

NEXT BIZ PARTNERS株式会社 代表取締役、弁理士 

2003年に特許事務所を設立。多数の産官学連携プロジェクトに関わり、一貫して中小・

中堅企業支援に経営目線で取り組んでいる。この 5年ほどは特にビジネスモデルと知財と

の関係性を明らかにしながらの個別支援に力を入れている。 

■藤井学氏（ファシリテーター・ワークショップ運営アドバイザー） 

「商店街におけるデザイン経営活用可能性調査（九州経済産業局）」において、商店街への

支援実績を有する。デザイン経営をテーマにしたワークショップ開催、ワークショップに

おけるファシリテーションの経験を有し、得意分野とする。 

 

（４）開催内容 

予定ですので、内容が変更となる場合がございます。 

①現地ワークショップ（全４回） 

＜第１回＞ 

○午前の部 専門家による講演 

講師：木藤亮太氏（商店街再生の専門家） 

講演内容（仮）：商店街の関係性とあり方再検討による商店街再生 

○午後の部 専門家を交えてのワークショップ 

・商店街のありたい姿なりたい姿の検討 

 ・過去事業の分析 

 

＜第２回＞ 

○午前の部 専門家による講演 

講師：杉本美貴氏（デザイン経営アドバイザー） 

講演内容（仮）：商店街における関係者（顧客・利用者）のニーズ把握とブランディング 

○午後の部 専門家を交えてのワークショップ 

 ・強みの棚卸し 

 ・顧客ニーズの分析 

 ・イベント事業アイデアの検討 
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＜第３回＞ 

○午前の部 専門家による講演 

講師：羽立幸司氏（事業構想＆知財アドバイザー） 

講演内容（仮）：商店街の価値創造とリーンキャンバス 

○午後の部 専門家を交えてのワークショップ 

 ・リーンキャンバスの作成による事業提案 

 

＜第４回＞ 

○午前または午後のみ 専門家を交えてのワークショップ 

 ・提案事業の事業展開を検討 

 

②ワークショップ間の相談対応 

「①現地ワークショップ」の間に最大３回（各回１時間以内）のオンラインによる相談対

応の機会を活用いただけます（任意）。オンラインツールは MicrosoftTeamsを使用し

ます。 

ワークショップ内で時間が足らず、もっと深掘りをしたいと感じたことや専門家に個別に

相談したいことがある場合には、本相談会を有効にご活用ください。 

相談会の具体的な開催日時は開催地域と相談の上、確定します。 

 

 

（５）開催場所 

商店街等（ネットワーク環境のある会場） 

開催地域のご負担でご準備・確保をお願い申し上げます。 

午前の部の講師による講演については、開催地域以外の商店街の方が聞けるよう、オンライ

ン配信を予定しております。 

 

（６）費用 

専門家派遣にかかる費用等は事務局で負担します。 

その他費用（会場借料、筆記用具類等）は開催地域の負担となります。 

 

（７）ワークショップの参加者想定 

３～６名程度を想定 

本質的なありたい姿の検討のため、少人数での開催を想定しております。 

本ワークショップでの検討内容については、商店街等主催の、報告会を通して取組の輪を広

げて行っていただきます。 

 

３．応募時期 

募集開始日：令和５年７月２８日（金曜日） 

締 切 日：令和５年８月２３日（水曜日）正午必着 
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４．応募書類（提出いただくもの） 

・別紙応募書類 

 

５．応募方法 

別紙応募書類に必要事項を記入の上、応募書類提出先・お問い合わせ先あてに、Eメールにて

送付ください。 

なお、応募書類受付後、書類受領のメールを返信いたします 

 

＜応募書類提出先・お問い合わせ先＞ 

九州経済産業局 産業部 流通・サービス産業課 

担当者：北島・中山 

e-mail: bzl-kyu-shogyo@meti.go.jp 

電話:092-482-5456 

 

６．応募にあたっての条件・注意点 

（１）応募対象者 

商店街やその他の商業集積地（温泉街・飲食店街等）における商業活性化の担い手として

活動している団体やグループであって、以下のいずれかに該当するものを応募対象者とし

ます。 

※応募主体を規定するものであり、ワークショップ参加者を定めるものではありません。 

 

 ・商店街組織等（商店街振興組合、事業協同組合等） 

  ※商店街等を構成する団体で、任意団体でも構いません。 

 ・商店街組織等に属する者を代表者としたグループ 

  ※商店街等組織の下部組織（青年部等）などの任意団体。 

 ・民間事業者（まちづくり会社、NPO法人等） 

  ※当該地域のまちづくり、商業活性化の担い手として活動する事業者。 

 

（２）事前課題について 

全４回の現地ワークショップに向けて、各回簡単な事前課題に取り組んで頂く必要がござ

います。 

 

（３）ワークショップの状況・成果の公開 

ワークショップ中に動画や写真を撮影することがございます。撮影した写真やワークショ

ップの内容については、機微な情報を除いた上で、九州経済産業局 HP等において活用・公表

することがございます。 

 

（４）ワークショップ・相談対応への同席 

ワークショップ及びその間の相談対応について、事務局のほか INPIT担当者が同席するこ

とがございます。 
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７．開催地域の選定について 

応募者多数の場合、オンラインでのヒアリングにより、応募地域のニーズと本事業実施内容

とのすり合わせをさせていただき、総合的に判断し、開催地域を選定させていただきます。 

＜ヒアリング予定時期＞ 

令和５年８月２４日（木）～２５日（金）または８月２８日（月）午前中 

＜ヒアリング実施方法＞ 

 Microsoft Teamsにより実施 

＜ヒアリング予定内容＞ 

①商店街等の現状 

・商店街等の現状、それに対する課題意識危機感等 

・商店街等の活動状況 

②地域事務局・応募団体の参加者の体制 

・年齢性別等多様な関係者を巻き込んでいるか（巻き込もうと意識しているか） 

・開催地域のまちづくりに取り組む主なプレーヤーの状況 

・本ワークショップへの参加が想定される方の役割 

③自治体等との連携状況 

・自治体、商工会議所、金融機関等の商店街等に関係する機関との連携有無と関係性 

④本事業への期待 

・本事業に申請しようと思った理由、期待する支援内容 

・本事業を積極的に開催したいと思っているか 

・目指したい姿 

 

８．開催地域決定時期 

令和５年８月下旬～９月上旬 

 

 ９．個人情報の取扱いについて 

本事業へのご応募にあたり、ご記入の個人情報は、事務局（九州経済産業局、INPIT）及び講

師が、本事業（商店街の新たな可能性を探る「商店街 X（エックス）プロジェクト」ワークシ

ョップ）の運営においてのみ使用し、その保護について万全を期するとともに、ご本人の同

意なしに事務局及び講師以外の第三者に開示、提供することはございません。 

 

１０．応募書類提出先・本件に関するお問い合わせ先 

九州経済産業局 産業部 流通・サービス産業課 

担当者：北島・中山 

e-mail: bzl-kyu-shogyo@meti.go.jp 

電話:092-482-5456 


